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文
責
は
各
会
派
に
あ
り
ま
す

会
派

意
見
の

　
令
和
二
年
度
予
算
は
、
国
補
助
活
用
分

を
含
め
総
額
二
百
九
十
億
円
規
模
で
可
決

し
ま
し
た
。
十
月
か
ら
の
上
下
水
道
料
金

引
上
げ
な
ど
各
条
例
改
正
案
を
可
決
し
、

熱
中
症
予
防
対
策
な
ど
に
関
す
る
請
願
書

三
件
を
採
択
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に
関
す

る
特
別
委
員
会
を
新
設
し
ま
し
た
。
　
　

　
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
事
業
費
や
工
事

発
注
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
た
、
都
市
構
造

再
編
集
中
支
援
事
業
に
つ
い
て
質
し
、
十

分
な
説
明
を
求
め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
防
災
減
災
対
策
で
、
要
配
慮
者
や
自
主

防
災
会
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
質
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
役
割
な
ど
有
益
な
回
答
を
得
ま
し
た
。

　
教
育
環
境
の
充
実
に
関
し
て
は
、
学
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
と
し
て
普
通
教
室
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
や
小
中
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
要
望
を
し
、
施
設
整
備
基
本
構
想
を
策

定
す
る
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
一
日

も
早
く
終
息
し
、
市
民
生
活
と
地
域
経
済

が
回
復
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
密
閉
・
密
集
・
密
接
を
避
け
、
健

康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
　
　

　
三
木
常
照
・
中
小
路
貴
司
・
寺
嶋
智
美

　

　
今
議
会
は
、
開
会
当
初
よ
り
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
と
並
行
し
て
の
議
会
で
あ
り
ま
し

た
が
、
本
市
で
は
、
い
ち
早
く
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
、
関
係
機
関
と
情
報
共
有
す

る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
と
連
携
し
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
予
算
は
、
必
要
と
さ
れ
る

施
策
へ
的
確
に
財
源
が
配
分
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
、
会
派
の
見
解
を
示
し
な

が
ら
、
総
額
２
８
１
億
４
７
０
０
万
円
の

予
算
に
賛
成
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
今
回
の
庁
舎
建
設
基
金
の
条
例

改
正
で
は
、
基
金
を
地
方
債
の
償
還
に
も

活
用
で
き
る
こ
と
に
す
る
こ
と
で
、
財
政

運
営
の
弾
力
性
を
確
保
し
、
毎
年
度
の
一

般
財
源
の
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
、
後
年
度

の
負
担
に
も
耐
え
ら
れ
る
見
通
し
を
立
て

ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
市
長
を
は
じ
め
と
す

る
市
職
員
の
、
財
政
の
健
全
化
に
臨
む
姿

勢
を
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
　

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
が
安
心
し
て
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
医
療
体
制
の
充
実
、

感
染
拡
大
の
防
止
、
広
報
の
強
化
徹
底
の

取
り
組
み
や
、
経
済
活
動
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
更
な
る
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
　

　
上
村
真
造
　
白
石
多
津
子
　
田
村
直
義

　

　
第
４
次
総
合
計
画
第
１
期
基
本
計
画
後

期
実
施
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
令
和
２

年
度
予
算
は
、
過
去
最
高
を
更
新
す
る
２

８
１
億
４
７
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
幼
保
無
償
化
の
通
年
実
施
に
必
要
な
事

業
費
や
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
事
へ
の

支
援
と
し
て
、
妊
婦
検
診
の
公
費
助
成
を

多
胎
妊
婦
に
つ
い
て
は
20
回
へ
拡
充
さ
れ
、

「
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業
」
も
通

年
実
施
さ
れ
ま
す
。
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
や
、
小
中
学
校
へ
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整

備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
に
よ
る
教
育
環
境
の

充
実
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

防
災
・
浸
水
対
策
や
都
市
公
園
の
再
整
備

な
ど
の
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
公
明
党
と
し
て
中
高
年
の
ひ
き
こ
も

り
に
対
す
る
実
効
性
あ
る
支
援
と
対
策
を

求
め
る
意
見
書
を
提
案
さ
せ
て
頂
き
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
世
界
中
で
拡
大
の
一
途
を
た
ど
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
私
た
ち
の
生
活
を

一
変
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
何
よ
り

も
大
切
な
こ
と
は
命
を
守
る
対
策
で
す
。

私
た
ち
は
公
明
党
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
、
い
た
だ
い
た
お
声
を
国
へ
と
届
け
、

施
策
に
機
敏
に
反
映
す
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
参
り
ま
す
。
　
福
島
・
山
本
・
石
井

　

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、

全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
議
会
、
安
心
・
安
全
・
安
定
を
念
頭

に
審
議
を
深
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

対
策
や
日
常
生
活
の
安
定
、
自
然
災
害
の

防
災
・
減
災
対
策
を
求
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
防
災
拠
点
を
備
え
た
新
庁
舎
の
１
期
建

設
着
手
や
学
校
の
建
替
・
施
設
整
備
、
ト

イ
レ
改
修
や
避
難
所
機
能
の
充
実
。
全
小

中
学
校
の
給
食
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
、
待

機
児
童
対
策
や
中
学
生
通
院
月
額
負
担
上

限
額
２
０
０
円
な
ど
子
育
て
支
援
策
。
　

　
医
療
・
福
祉
・
介
護
分
野
の
健
康
と
暮

ら
し
の
充
実
、
済
生
会
京
都
府
病
院
移
設
、

見
守
り
や
地
域
福
祉
の
充
実
、
健
幸
長
寿

プ
ラ
ン
２
０
２
５
の
推
進
。
　
　
　
　
　

　
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
推
進
、

文
化
財
保
存
活
用
や
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
。
中
心
市
街
地
整
備
、
街
路
・
通

学
路
の
安
心
・
安
全
な
事
業
整
備
。
　
　

　
私
達
は
、
今
後
も
足
元
を
見
つ
め
、
時

代
の
要
請
や
地
域
課
題
の
実
情
に
応
じ
て
、

皆
様
の
お
声
を
尊
重
し
、
共
に
行
財
政
基

盤
の
確
立
と
健
全
化
を
注
視
し
、
事
業
推

進
と
政
策
実
現
に
邁
進
し
ま
す
。
　
　
　

　
　
八
木
　
浩
・
冨
岡
浩
史
・
小
野
洋
史

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
市
民
を
守
る
市
政
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
拡
が
る
中
で

の
議
会
で
、
市
長
に
２
度
の
申
し
入
れ
も

行
い
、
切
実
な
声
を
届
け
ま
し
た
。
　
　

　
最
も
身
近
な
自
治
体
で
あ
る
市
は
今
、

国
の
動
き
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、
積
極

的
に
市
民
の
声
を
聴
き
、
そ
れ
に
応
え
る

施
策
を
実
行
し
、
国
を
も
動
か
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
「
災
害
な
ど
困
っ
た
と
き
に
真
っ
先
に

助
け
て
く
れ
る
」
そ
ん
な
市
で
こ
そ
、
私

た
ち
は
「
長
岡
京
市
」
と
い
う
存
在
を
意

識
し
、
誇
り
に
思
い
、「
地
域
を
支
え
よ
う
」

と
い
う
思
い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
の
観
点
で
、
感
染
予
防
の
チ
ラ
シ
全

戸
配
布
や
、
事
業
者
や
医
療
・
福
祉
の
状

況
把
握
と
支
援
、
孤
立
す
る
家
庭
や
高
齢

者
・
障
が
い
者
の
支
援
、
子
ど
も
の
権
利

の
最
大
限
の
尊
重
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
は
、
下
水
道
が
２
割
値
上

げ
。
そ
れ
で
市
の
財
源
は
数
億
円
増
え
ま

す
が
、
市
民
生
活
を
直
接
温
め
る
新
事
業

は
殆
ど
な
く
、
新
庁
舎
建
設
に
は
総
額
１

０
８
億
円
も
使
い
ま
す
。「
市
民
負
担
増
で

大
型
開
発
す
る
予
算
だ
」
と
批
判
、
反
対

し
ま
し
た
。
一
方
で
「
道
の
駅
」
は
、
市

民
の
声
が
「
断
念
」
に
追
い
込
み
ま
し
た
。

　

　
会
派
『
輝
』
は
、
令
和
２
年
度
長
岡
京

市
一
般
・
特
別
・
上
下
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て
、
多
数
の
意
見
と
要
望
を
述

べ
て
賛
成
を
致
し
ま
し
た
。
こ
の
予
算
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
、
対
応
し
て
い
な
い
予
算
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
補
正
予
算
や
専

決
処
分
等
の
迅
速
な
対
応
を
行
な
う
事
を

改
め
て
要
望
致
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
新
年
度
は
第
４
次
総
合
計
画
第
１
期
基

本
計
画
及
び
後
期
実
施
計
画
の
最
終
年
度

で
あ
り
、
大
河
ド
ラ
マ
関
連
事
業
や
阪
急

長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備
事
業
、
新
庁
舎
建

設
の
着
手
、
共
生
型
福
祉
施
設
構
想
の
推

進
等
、
様
々
な
事
業
が
『
形
』
と
な
っ
て

現
れ
る
年
度
で
す
。
待
機
児
童
は
、
昨
年

度
よ
り
半
減
し
、
空
き
枠
も
生
じ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
料
金
の
値
上
げ

等
、
本
市
の
状
況
は
『
転
換
期
』
に
差
し

掛
か
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
　
　
　
　

　
そ
の
よ
う
な
中
、
私
達
は
真
摯
に
予
算

と
向
き
合
い
、
真
剣
に
議
論
し
ま
し
た
。

将
来
の
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
よ
う
に

『
市
民
』
を
第
一
に
考
え
今
後
も
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
進
藤
裕
之
　
大
伴
雅
章
　
綿
谷
正
已

　
　
　
　
　
　
宮
小
路
康
文
　
冨
田
達
也

　

会
派
と
は
同
じ
意
見

や
考
え
を
持
つ
議
員
が

集
ま
っ
て
つ
く
る
グ
ル

ー
プ
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
３
月
定
例

会
で
審
議
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
、
各
会
派
の

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
も
、
市
民
が
安
心
し
て
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
医
療
体
制
の
充
実
、

感
染
拡
大
の
防
止
、
広
報
の
強
化
徹
底
の

取
り
組
み
や
、
経
済
活
動
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
更
な
る
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
　

　
上
村
真
造
　
白
石
多
津
子
　
田
村
直
義

　

　
第
４
次
総
合
計
画
第
１
期
基
本
計
画
後

期
実
施
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
令
和
２

年
度
予
算
は
、
過
去
最
高
を
更
新
す
る
２

８
１
億
４
７
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
幼
保
無
償
化
の
通
年
実
施
に
必
要
な
事

業
費
や
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
事
へ
の

支
援
と
し
て
、
妊
婦
検
診
の
公
費
助
成
を

多
胎
妊
婦
に
つ
い
て
は
20
回
へ
拡
充
さ
れ
、

「
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業
」
も
通

年
実
施
さ
れ
ま
す
。
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
や
、
小
中
学
校
へ
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整

備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
に
よ
る
教
育
環
境
の

充
実
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

防
災
・
浸
水
対
策
や
都
市
公
園
の
再
整
備

な
ど
の
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
公
明
党
と
し
て
中
高
年
の
ひ
き
こ
も

り
に
対
す
る
実
効
性
あ
る
支
援
と
対
策
を

求
め
る
意
見
書
を
提
案
さ
せ
て
頂
き
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
世
界
中
で
拡
大
の
一
途
を
た
ど
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
私
た
ち
の
生
活
を

一
変
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
何
よ
り

も
大
切
な
こ
と
は
命
を
守
る
対
策
で
す
。

私
た
ち
は
公
明
党
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
、
い
た
だ
い
た
お
声
を
国
へ
と
届
け
、

施
策
に
機
敏
に
反
映
す
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
参
り
ま
す
。
　
福
島
・
山
本
・
石
井

　

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、

全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
議
会
、
安
心
・
安
全
・
安
定
を
念
頭

に
審
議
を
深
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

対
策
や
日
常
生
活
の
安
定
、
自
然
災
害
の

防
災
・
減
災
対
策
を
求
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
防
災
拠
点
を
備
え
た
新
庁
舎
の
１
期
建

設
着
手
や
学
校
の
建
替
・
施
設
整
備
、
ト

イ
レ
改
修
や
避
難
所
機
能
の
充
実
。
全
小

中
学
校
の
給
食
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
、
待

機
児
童
対
策
や
中
学
生
通
院
月
額
負
担
上

限
額
２
０
０
円
な
ど
子
育
て
支
援
策
。
　

　
医
療
・
福
祉
・
介
護
分
野
の
健
康
と
暮

ら
し
の
充
実
、
済
生
会
京
都
府
病
院
移
設
、

見
守
り
や
地
域
福
祉
の
充
実
、
健
幸
長
寿

プ
ラ
ン
２
０
２
５
の
推
進
。
　
　
　
　
　

　
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
推
進
、

文
化
財
保
存
活
用
や
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
。
中
心
市
街
地
整
備
、
街
路
・
通

学
路
の
安
心
・
安
全
な
事
業
整
備
。
　
　

　
私
達
は
、
今
後
も
足
元
を
見
つ
め
、
時

代
の
要
請
や
地
域
課
題
の
実
情
に
応
じ
て
、

皆
様
の
お
声
を
尊
重
し
、
共
に
行
財
政
基

盤
の
確
立
と
健
全
化
を
注
視
し
、
事
業
推

進
と
政
策
実
現
に
邁
進
し
ま
す
。
　
　
　

　
　
八
木
　
浩
・
冨
岡
浩
史
・
小
野
洋
史

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
市
民
を
守
る
市
政
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
拡
が
る
中
で

の
議
会
で
、
市
長
に
２
度
の
申
し
入
れ
も

行
い
、
切
実
な
声
を
届
け
ま
し
た
。
　
　

　
最
も
身
近
な
自
治
体
で
あ
る
市
は
今
、

国
の
動
き
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、
積
極

的
に
市
民
の
声
を
聴
き
、
そ
れ
に
応
え
る

施
策
を
実
行
し
、
国
を
も
動
か
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
「
災
害
な
ど
困
っ
た
と
き
に
真
っ
先
に

助
け
て
く
れ
る
」
そ
ん
な
市
で
こ
そ
、
私

た
ち
は
「
長
岡
京
市
」
と
い
う
存
在
を
意

識
し
、
誇
り
に
思
い
、「
地
域
を
支
え
よ
う
」

と
い
う
思
い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
の
観
点
で
、
感
染
予
防
の
チ
ラ
シ
全

戸
配
布
や
、
事
業
者
や
医
療
・
福
祉
の
状

況
把
握
と
支
援
、
孤
立
す
る
家
庭
や
高
齢

者
・
障
が
い
者
の
支
援
、
子
ど
も
の
権
利

の
最
大
限
の
尊
重
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
は
、
下
水
道
が
２
割
値
上

げ
。
そ
れ
で
市
の
財
源
は
数
億
円
増
え
ま

す
が
、
市
民
生
活
を
直
接
温
め
る
新
事
業

は
殆
ど
な
く
、
新
庁
舎
建
設
に
は
総
額
１

０
８
億
円
も
使
い
ま
す
。「
市
民
負
担
増
で

大
型
開
発
す
る
予
算
だ
」
と
批
判
、
反
対

し
ま
し
た
。
一
方
で
「
道
の
駅
」
は
、
市

民
の
声
が
「
断
念
」
に
追
い
込
み
ま
し
た
。

　

　
会
派
『
輝
』
は
、
令
和
２
年
度
長
岡
京

市
一
般
・
特
別
・
上
下
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て
、
多
数
の
意
見
と
要
望
を
述

べ
て
賛
成
を
致
し
ま
し
た
。
こ
の
予
算
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
、
対
応
し
て
い
な
い
予
算
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
補
正
予
算
や
専

決
処
分
等
の
迅
速
な
対
応
を
行
な
う
事
を

改
め
て
要
望
致
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
新
年
度
は
第
４
次
総
合
計
画
第
１
期
基

本
計
画
及
び
後
期
実
施
計
画
の
最
終
年
度

で
あ
り
、
大
河
ド
ラ
マ
関
連
事
業
や
阪
急

長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備
事
業
、
新
庁
舎
建

設
の
着
手
、
共
生
型
福
祉
施
設
構
想
の
推

進
等
、
様
々
な
事
業
が
『
形
』
と
な
っ
て

現
れ
る
年
度
で
す
。
待
機
児
童
は
、
昨
年

度
よ
り
半
減
し
、
空
き
枠
も
生
じ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
料
金
の
値
上
げ

等
、
本
市
の
状
況
は
『
転
換
期
』
に
差
し

掛
か
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
　
　
　
　

　
そ
の
よ
う
な
中
、
私
達
は
真
摯
に
予
算

と
向
き
合
い
、
真
剣
に
議
論
し
ま
し
た
。

将
来
の
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
よ
う
に

『
市
民
』
を
第
一
に
考
え
今
後
も
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
進
藤
裕
之
　
大
伴
雅
章
　
綿
谷
正
已

　
　
　
　
　
　
宮
小
路
康
文
　
冨
田
達
也

　

会
派
と
は
同
じ
意
見

や
考
え
を
持
つ
議
員
が

集
ま
っ
て
つ
く
る
グ
ル

ー
プ
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
３
月
定
例

会
で
審
議
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
、
各
会
派
の

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。


